
























作が苦手な方でした。あるとき、茶色の折り紙で、糊とはさみを使って、馬をつくるという課題が出ました。私は、幼稚園では、一度も泣いたこ はありませんでしたが、その時は、思うように作れず、泣いてしまいました。その時に、どうし そうなっ のか 分からないのです 出窓のよう 所へ上げら てしまったのです。帰る時間になって、先生が馬を作 て渡してくれました。 かし 少しも嬉しくはありませんでした。私が態度 「意思表明権」を行使したならば、 「作ってなんか欲しいんじゃないんです。なん 馬を作るのか、そのわけ 聞きたいし、作る必要があるのなら り方をもっとゆっくり分かるように教えて欲しかったんです。 」と言いたかったのです。気性 激 く行動に出る子なら、渡された折り紙の馬を ビリッ 破いまった しょう。しかし、私は、そん 行動を ることも、そん 気持ちも伝えることができず、そのまま折り紙の馬を家に持ち帰ったのです。
それから、もう一つの心理的苦痛が重なることにな
りました。 私 気持ちからは、 母 胸に飛び込 泣き嫌だった思いを訴えたかったはずなのに、そ もないまま、母は、折り紙の馬を、私が作っ もの 勘違いして「じょうずね。 」と誉めたのです。出来事を理路整然と言うことはできず、母 胸 泣くこともでき
ず、私は、先生が作ったものを貰ってしまった屈辱と、それをいかにも私の作ったものと思われたことを、そのまま受け流してしまった自分へ 不甲斐なさ いう、二つの納得の ない、偽りの体験 つらさが大人になっても、年齢 重ね 消え去らない「つらさ」として残っているのです。
私は、こうした自分自身の経験のマイナスをプラス
にしようとしてきたと思います。保育の在り方を考えるときに、 このような体験がもと なって、 幼児期には、みんなの中で感情を出すこ ができて、それを出して収める体験をたくさん積み重ね、みんなの中で自分らしく過ごせること、 つまり「遊び」を重視する考え方が、自分の保育論の基礎 なっ きたように思います。杉山
　
遊びを大切にする保育論をお持ちの金田先生が、































































グループ名は「生涯遊び心 グループ」です。この研究は、子どもは、 「子ども心」を遊びの中で豊にしていけるという仮説から始まります。しかし、現状の日本の社会で 年齢を重ねるに連れて、子どものこころを忘れていってしまいます。今、子育てをしている親は、生きにくい社会の中で、他の子の育ちと比べて心配を募らせ、神経症的になっています。こ は育て世代だけの問題ではなく、どの世代も様々な競争の中で疲れていることが理解でき す。地域交流を考えた時に、地域の活性化を、経済的な発展だけでなく、人間の生きる意味において活性化していくには 子ど
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（３） 「多文化交流 ・ 児童文化研究」
について、








クショップ実践研究グ ープ」です。これは、昨年度まで、文部科学省が選定する現代ＧＰのプロジェクトのひとつで、今年度から、小平市 療養教育の委託事業になっています。この研究では、障がい ある子どもの個別支援の構造化を確立し 障がい ある子もない子も参加できるワークショップを作り上げることです。 芸術活動と遊びは、 大変よく似ている 言われます。
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プ」です。現在、小学校１年生における「小１プロブレム」が社会問題として注目されています。そこで保育所、幼稚園、小学校などで具体的な方策を見出していくことが求められています。本研究では、幼児教育と小学校低学年の「生活科 教育を、食育を媒体として、就学前教育から小学校教育へ 円滑な移行の為の具体的な活動内容を実践・検証すること 目的とします。地域交流センターにある おいしい部屋」を通じて、地域に様々なメッセージを発信しながら研究をすすめていきます。 （チームリーダー
：林薫
　
子ども学
部准教授）
これらの５つのグループの研究成果を、定期的に発
表し、２０１３年に統合していきます。それぞれ プ
ロジェクトは、今、動き始めたところですが、様々なドラマが生まれてきています。５つのグループの小川が集まって、大きな川の流れになって地域の海が豊かになることを願っています。
